
平成２２年７月３０日

湯沢河川国道事務所

【防災情報】湯沢河川国道事務所（河川）防災情報（終報）

7月29日からの降雨の影響により、湯沢河川国道事務所では、7月30日11時00分から洪

水災害対策の体制をとっておりましたが、22時30分現在、玉川の長野水位観測所、雄物

川の神宮寺水位観測所は水防団待機水位を下回っているため、洪水災害対策支部（注意

体制）を7月30日22時30分に解除しました。

１．水位情報

平成２２年７月３０日（金）２２時３０分現在の水位は以下のとおりです。

雄物川水系玉川 長野 （大仙市） １．９０ｍ （下降中）

（水防団待機水位 ２．３０ｍ）

雄物川水系雄物川 神宮寺（大仙市） ３．４５ｍ （下降中）

（水防団待機水位 ３．５０ｍ）

２．湯沢河川国道事務所 災害支部体制

７月３０日 １１時００分 洪水災害対策支部（注意体制）

７月３０日 １２時００分 洪水災害対策支部（警戒体制）

７月３０日 １８時００分 洪水災害対策支部（注意体制）

７月３０日 ２２時３０分 洪水災害対策支部（体制解除）
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